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❶
世
界
的
な
金
融
不
安
、

景
気
悪
化
に
伴
う
税
収
の
減

少
、
市
政
へ
の
影
響
が
深
刻

化
し
て
い
る
。
そ
こ
で
市
民

目
線
に
立
っ
た
市
政
運
営
、

複
雑
多
様
化
、
高
度
化
す
る

市
民
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
が
求

め
ら
れ
る
。
中
で
も
子
育
て

支
援
の
拡
充
と
し
て
子
ど
も

医
療
費
無
料
化
の
助
成
範
囲

を
就
学
前
児
童
か
ら
小
学
校

児
童
ま
で
に
拡
大
さ
れ
実
施

さ
れ
る
よ
う
強
く
要
請
す
る
。

　

市
長　

税
収
入
が
大
幅
に

減
少
す
る
な
ど
厳
し
い
状
況

に
あ
る
。
安
全
・
安
心
を
は

じ
め
と
す
る
取
り
組
み
は
必

要
不
可
欠
だ
。
子
育
て
支
援

等
の
市
民
生
活
の
向
上
に
向

け
た
事
業
、
京
田
辺
ら
し
さ

を
創
造
し
未
来
に
つ
な
げ
る

事
業
な
ど
を
計
上
し
、
厳
し

い
時
代
だ
か
ら
こ
そ
思
い
切

っ
た
積
極
的
な
予
算
を
組
ん

だ
。
地
域
活
性
化
と
ま
ち
づ

く
り
に
つ
な
げ
た
い
。

　

❷
財
政
健
全
化
計
画
に
基

づ
く
行
財
政
改
革
と
都
市
経

営
の
推
進
に
つ
い
て
。

　

市
長　

本
市
の
財
政
指
標

は
、
経
常
収
支
比
率
が
95
％
、

一
般
財
源
の
割
合
を
示
す
公

債
費
負
担
比
率
が
17
・
３
％
、

臨
時
財
政
対
策
債
を
除
い
た

起
債
制
限
比
率
は
10
・
８
％
、

実
質
公
債
費
比
率
で
は
８
・ 

６
％
と
な
り
警
戒
す
べ
き
水

準
で
は
な
い
。
今
後
も
厳
し

い
財
政
状
況
が
続
く
と
予
想

さ
れ
る
が
、
持
続
可
能
な
財

政
構
造
の
構
築
に
努
め
る
。

使
用
料
を
始
め
と
す
る
受
益

者
負
担
は
平
成
21
年
に
受
益

者
負
担
適
正
化
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
を
作
成
し
見
直
し
を
進
め

る
。

　

❸
企
業
の
経
済
雇
用
対
策

と
産
業
立
地
施
策
に
つ
い
て
。

　

市
長　

企
業
体
質
の
強
化

や
雇
用
の
確
保
を
図
る
た
め
、

融
資
制
度
の
拡
大
や
雇
用
促

進
融
資
の
追
加
、
利
子
補
給

の
期
間
延
長
な
ど
実
施
す
る
。

市
役
所
に
お
い
て
も
、
臨
時

的
雇
用
事
業
な
ど
、
緊
急
雇

用
創
出
事
業
交
付
金
等
を
活

用
し
、
効
果
的
な
雇
用
対
策

を
進
め
る
。
ま
た
、
大
住
地

域
で
取
り
組
ま
れ
て
い
る
組

合
施
行
に
よ
る
土
地
区
画
整

理
事
業
へ
は
、
組
合
設
立
に

向
け
た
準
備
組
織
の
立
ち
上

げ
を
支
援
す
る
た
め
、
物
心

両
面
に
お
い
て
積
極
的
に
支

援
す
る
。

　

❶
市
長
の
政
治
の
基
本
認

識
に
つ
い
て
。

　

㋐
憲
法
改
正
の
認
識
は
。

　

市
長　

国
際
貢
献
の
あ
り

方
等
、
国
会
で
十
分
議
論
さ

れ
る
も
の
と
考
え
る
。

　

㋑
国
や
府
な
ど
関
係
機
関

と
の
連
携
・
協
調
の
考
え
は
。

　

市
長　

自
ら
は
も
ち
ろ
ん

職
員
等
が
交
流
を
積
極
的
に

進
め
な
が
ら
連
携
・
協
調
関

係
の
構
築
に
努
め
た
い
。

　

❷
本
市
の
財
政
状
況
の
認

識
に
つ
い
て
。

　

㋐
残
さ
れ
た
期
間
が
２
年

と
な
っ
て
い
る
財
政
健
全
化

計
画
の
達
成
見
込
み
は
。

　

市
長　

景
気
の
急
激
な
悪

化
な
ど
に
よ
り
市
民
生
活
が

厳
し
さ
を
増
し
、
目
標
達
成

が
厳
し
い
状
況
に
は
あ
る
が
、

知
恵
を
絞
っ
て
目
標
達
成
に

向
け
て
取
り
組
む
。

　

㋑
現
下
の
厳
し
い
財
政
状

況
を
思
う
と
、
実
態
に
あ
っ

た
財
政
収
支
見
通
し
の
見
直

し
作
業
が
必
要
と
思
う
が
。

　

市
長　

財
政
健
全
化
計
画

の
目
標
年
次
で
あ
る
22
年
に

見
直
し
を
行
い
た
い
。

　

❸
市
政
運
営
の
諸
課
題
に

つ
い
て
。

　

㋐
庁
内
活
性
化
の
た
め
に

副
市
長
へ
の
権
限
委
譲
や
各

部
へ
の
庁
内
分
権
の
考
え
は
。

　

市
長　

業
務
執
行
を
見
据

え
な
が
ら
段
階
的
に
権
限
委

譲
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

　

㋑
職
員
の
定
数
管
理
は
。

　

市
長　

定
員
適
正
化
計
画

と
は
別
に
必
要
な
人
材
確
保

を
行
っ
て
い
き
た
い
。

　

㋒
職
員
の
人
材
育
成
と
意

識
改
革
が
求
め
ら
れ
る
が
。

　

市
長　

人
材
育
成
基
本
方

針
に
基
づ
き
、
人
材
育
成
と

意
識
改
革
を
進
め
る
。

　

❹
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
は
、

市
民
参
画
、
協
働
社
会
の
構

築
が
必
要
。
そ
の
た
め
に
は

自
治
基
本
条
例
の
制
定
を
。

　

市
長　

条
例
制
定
も
検
討

し
つ
つ
、
仕
組
み
づ
く
り
の

取
り
組
み
を
進
め
る
。

　

❺
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
の
改
定
に
あ
た
っ
て
は

都
市
経
営
の
視
点
を
踏
ま
え

た
計
画
と
す
べ
き
で
あ
る
。

　

市
長　

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

の
改
定
作
業
に
あ
た
っ
て
は
、

土
地
活
用
も
念
頭
に
置
い
て
、

総
合
計
画
と
の
整
合
を
図
り

つ
つ
、
市
民
の
意
見
も
踏
ま

え
作
業
を
進
め
る
。

　

❶
政
府
の
進
め
て
き
た

「
構
造
改
革
」
政
策
と
は
、

規
制
緩
和
や
「
小
さ
な
政

府
」
な
ど
自
由
競
争
、
弱
肉

強
食
の
経
済
社
会
を
作
り
出

し
、
結
論
的
に
は
、
企
業
が

儲
か
る
よ
う
な
経
済
構
造
に

す
る
た
め
の
政
策
で
あ
る
と

考
え
る
。
雇
用
問
題
で
は
労

働
法
制
の
改
悪
で
非
正
規
労

働
者
が
増
大
、
労
働
の
中
に

「
貧
困
と
格
差
」
を
つ
く
っ

て
き
た
。
ま
た
社
会
保
障
で

は
医
療
、
介
護
、
年
金
な
ど

毎
年
２
２
０
０
億
円
の
削
減

で
、
医
療
崩
壊
、
介
護
地
獄

を
生
み
出
し
て
い
る
。
地
方

財
政
で
は
、
国
の
補
助
や
交

付
税
が
削
減
さ
れ
た
。
こ
の

構
造
改
革
政
策
に
つ
い
て
市

長
の
認
識
は
。

　

市
長　
「
三
位
一
体
の
改

革
」
に
つ
い
て
自
治
体
の
財

源
は
厳
し
く
、
マ
イ
ナ
ス
の

影
響
も
あ
る
と
認
識
す
る
。

　

❷
市
民
の
く
ら
し
応
援
の

施
策
と
し
て
、
高
す
ぎ
る
国

保
税
の
引
き
下
げ
、
近
隣
で

も
高
い
都
市
計
画
税
の
税
率

を
引
き
下
げ
る
べ
き
。

　

市
長　

国
保
税
は
、
持
続

可
能
な
医
療
制
度
と
し
て
引

き
下
げ
は
困
難
で
あ
る
。
都

市
計
画
税
は
、
都
市
基
盤
整

備
に
要
す
る
財
源
で
あ
り
、

引
き
下
げ
は
考
え
て
い
な
い
。

　

❸
景
気
対
策
と
し
て
、
住

宅
改
修
助
成
制
度
の
復
活
を
。

　

市
長　

特
定
業
者
に
効
果

が
偏
る
た
め
で
き
な
い
。

　

❹
小
学
校
卒
業
ま
で
子
ど

も
の
医
療
費
助
成
拡
充
を
。

　

市
長　

重
要
な
施
策
と
認

識
。
実
施
時
期
に
つ
い
て
は

慎
重
に
検
討
し
た
い
。

　

❺
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

の
廃
止
の
意
見
表
明
を
。
資

格
証
明
書
の
発
行
は
す
べ
き

で
な
い
と
考
え
る
。

　

市
長　

保
険
制
度
維
持
の

た
め
必
要
。
資
格
証
明
書
の

発
行
は
連
合
で
検
討
さ
れ
る
。

　

❻
地
球
温
暖
化
計
画
に
つ

い
て
市
の
独
自
政
策
を
。

　

市
長　

市
独
自
で
は
考
え

て
い
な
い
。
事
業
所
は
商
工

会
を
通
じ
て
取
り
組
ま
れ
る
。

　

❼
学
校
給
食
の
調
理
部
門

の
民
間
委
託
は
、
教
育
を
営

利
企
業
に
委
ね
る
も
の
で
あ

り
、
何
で
も
官
か
ら
民
へ
は

問
題
で
あ
る
。

　

教
育
長　

平
成
22
年
度
か

ら
民
間
委
託
を
実
施
し
た
い
。
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